
市
長
独
言
№ 86
…
港
町
再
生
の
羅
針
盤

　
青
い
表
紙
の
真
新
し
い
「
西
之
表
市
史
」
の
頁
を
め
く
り
、
最
終
氷
期
（
約
７・５
万
年

前
〜
１・５
万
年
前
）
の
種
子
島
を
想
像
し
ま
し
た
。
大
陸
に
氷
河
が
で
き
、
海
水
面
は
今

よ
り
百
㍍
以
上
下
が
っ
て
い
た
の
で
、
大
隅
半
島
と
は
陸
続
き
、
馬
毛
島
や
屋
久
島
と
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
石
器
人
が
生
活
し
て
い
た
約
３・５
万
年
前
に
は
海
水
面
が
や
や

上
が
り
、
大
隅
海
峡
が
で
き
ま
し
た
が
、
種
子
島
、
馬
毛
島
、
屋
久
島
は
一
つ
な
が
り
の
島

だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
そ
う
で
す
（
上
巻　
第
一
編　
自
然
）。

　
本
市
は
こ
れ
ま
で
、
歴
史
や
民
俗
、
自
然
、
行
政
史
を
ま
と
め
た
自
治
体
史
を
発
行
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
編
さ
ん
は
、
明
治
時
代
以
降
に
絞
っ
た
「
西
之
表
市
百
年
史
」

や
島
主
・
種
子
島
家
の
記
録
「
種
子
島
家
譜
」
な
ど

先
人
の
遺
産
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
未
記
述
の
領
域
を

綴
る
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
住
吉
・
形
之
山
で
発
見
さ
れ
た
象
の
骨

の
地
層
が
１
３
０
万
年
前
の
も
の
だ
と
か
、
古
墳
の

つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
島
の
埋
葬
遺
跡
の
こ
と
、
律
令

国
家
の
地
方
行
政
機
関
だ
っ
た
多
褹
嶋（
た
ね
と
う
）

が
廃
止
さ
れ
、
大
隈
国
に
併
合
さ
れ
た
時
代
の
こ
と

な
ど
数
々
の
事
実
を
整
理
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
全
編
読
破
は
ま
だ
先
で
す
が
、
個
人
的
に
興
味
を

ひ
か
れ
る
一
つ
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
種

子
島
と
琉
球
と
の
交
易
・
交
流
。
赤
尾
木
港
を
出
帆
し
た
船
頭
た
ち
の
活
躍
や
、
エ
ラ
ブ
ウ

ミ
ヘ
ビ
を
獲
る
た
め
に
久
高
島
の
漁
民
た
ち
が
種
子
島
に
来
島
し
た
こ
と
な
ど
、
新
資
料
発

掘
も
交
え
て
、
歴
史
を
身
近
に
読
ま
せ
ま
す
。

　
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
５
年
間
を
か
け
た
上
下
巻
は
計
約
２
０
０
０
ペ
ー
ジ
。
先

史
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
通
史
に
市
内
12
校
区
の
校
区
史
を
加
え
た
の
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　
市
史
は
郷
土
へ
の
誇
り
を
高
め
、
今
を
生
き
る
人
々
の
心
の
糧
と
な
り
、
子
孫
の
未
来
を

照
ら
す
鏡
と
な
る
は
ず
で
す
。
市
制
施
行
の
１
９
５
８
（
昭
和
３
３
）
年
頃
に
は
、
現
在
の

倍
以
上
の
約
３
万
４
０
０
０
人
の
人
口
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
活
気
を
思
い
浮
か
べ
、

「
港
町
再
生
」
の
羅
針
盤
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

上下２巻の「西之表市史」

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（作りやすい分量）
あざみ…1kg
濃口醤油…100 ㏄
薄口醬油…50 ㏄

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
① あざみは葉を落としてきれいに洗い、4 ～ 5 ㎝位に
　切り、鍋にたっぷりの水を入れてよくゆでてアクを抜く。
　（圧力鍋で 15 ～ 20 分加熱しても良い）
② ザルで①の水をきり、鍋に入れ、醤油と酢を入れ沸騰させる。
③ 沸騰したら弱火にして砂糖を加えてコトコト煮る。
④ 時々、上下を返してよく染み込ませる。時々、上下を返してよく染み込ませる。
⑤ 最後にみりんを入れて、つやをだす。⑤ 最後にみりんを入れて、つやをだす。
※好みでゴマやかつお節、しいたけを入れてもおいしいです。※好みでゴマやかつお節、しいたけを入れてもおいしいです。

「あざみの佃煮」「あざみの佃煮」
第205 弾第 205 弾

酢…100 ㏄
砂糖…200 ～ 250g
みりん…100 ㏄

ポイントポイント
　弱火でゆっくり煮ることで　弱火でゆっくり煮ることで
　おいしい仕上がりに。　おいしい仕上がりに。

⑬ 市政の窓2024.6 月号


